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向島支店管内では、地域特産物のレタスが出荷

最盛期を迎えています。 

新鮮なものを消費者に届けたいとの思いから、

京都南部青果株式会社の協力により、敷地内で早

朝より向島野菜出荷研究部のメンバーが収穫し

たレタスを持込み、即日、量販店向きに出荷され

ています。 

今年は、３月の長雨により生育が遅れたものの

品質は高品質な出来栄えです。 

向島地域は、古くは巨椋池という大きな池があり、

昭和１６年に国内初の干拓地として、６３４ヘクタ

ールの広大な農用地が造成されました。 

現在では、水稲の作付けを中心に野菜では、レタ

スやキャベツ。花き類では、葉ボタンの栽培も盛ん

で栽培作物は多種多様です。 

干拓地の肥沃な

土壌を活かして栽

培されたレタスは、良質なものが多いのが特徴です。  

また、サラダ需要に合わせ、減農薬栽培に取組んでお

られ、消費者の食に対する安全思考に対応しています。 

２０２４年産レタスの品質は、良好で出荷は、５月中

旬頃まで京都南部青果株式会社を通じて量販店向けに１

万５千ケースの出荷を見込んでいます。 

 

 

 

―ＴＡＣ information―  

近年では、暖冬の影響により、２０２０年産米で管内の西南部地域

を中心に被害が多発しました。今年は、特に暖冬の影響により、

大発生し、被害が多発することが予想されます。 
田植え後２０日までのイネが柔らかい時期に被害が集中し、水温が

高くなるほど活動が活発にるため被害が増加します。また、深水にな

る田面の低い箇所やマクラ周辺に被害が目立ちます。移植直後に防除

薬剤の「スクミノン粒剤」を散布し、被害を防ぎましょう。 

育苗する試験を始めました。 



 

 

 

 

 

農林水産省からも「イネカメムシ」の注意情報が発表されました。今年は、特に暖

冬の影響で、大発生が予想されます。出穂前に必ず、防除を行ってください。 


